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た.しかし.flrPl･:醐 千予備能低下例1例は,術後 jlRI)S

かl･l'_gT一不全托した,PTPELり併用は肝切除しり適応拡大

と安全惟向上に有用で糸--,たか､安全限界ハ決定には憤

慶を要すると考えられた.

371当院における肝細胞癌L7)治療成績
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閏 俗吏･伊藤 猛 ( 同 放射線科1

圧川IJ~‖Jr-細胞癌切除後に二臣 ､ては残Fl-f二再発が高頻度

は 肝細胞癌肝切除後(7)再発危険閃~r-を設定 し再発危険

閃-~T.を有す再発高危険群に対する肝切除後亡')肝勅注化学

療法が予後を改善するかに-pついて険討 した.

L対象及び方法冊相打胞癌肝切除例70例を対象と_した.

こCT)r-1食),Ih･1し+上 Vp(+),肺壕径>5crn L'):ト ー

の因子のうちま因子でも有するものを啓発高危険群 摘-

36)とし,これLL､.'を肝動注群 (n-191とjF~働汀群 川-

171とにわけ. 両 群 間 で 累 積 生存率上無再発生存率を比

較検討した.

｢結果冊干動注群こリF動注群C')1̀巨率はそれぞJ用9()0.

600b',2生率はそれぞか5300∴i()O()であり. 1牛率で有

意差LpくO_051を認めた.
[結語]肝切除緩再発轟危険群に対ずる術後肝動径化

学噂法は予後L!)改善に有用でか p､た. Lかし.肝動注群

例においても残肝多発再発例があり.肝動注化学療法の

みでは限界があると考えられた,

38)肝細胞癌に対する温熱療法を中心 と した駁

撃的治療法碍抗腫療効果についての研究

相川 啓子
鵬 宗厚 を晶葦悪賢志学新潟∋

要旨 :手術不能と診断された進行肝細胞癌28例 (塊状

形19例.びま人型5凧 結節型4例)に対して温熱療法

を中心とした乾草的治療法を施行 しそn抗腫壕効果に-.--)

いて検討Lた.方法は 13,56MHzRF誘電加温装置を

用い, 1回.過,40分間, 計10回の加温.を原則とした.

加温中は hrn･1C.51FU などによる全身化学療法を.加

温前後には可能左限･')TA仁,LPr)動注を含む olleShot

動経療法を餅周 した.腫癖の退縮に基ずく評価により温

熱療法碍抗魔轟効果を検討すると28例車種例 (14%)をこ

PR を認めたがその4例はいずれも男性で Pr雨oeo旦通

tj碍充分な加温可能であった症例であり,その内限浄棟

は塊状型で,臨床病期では Ⅰが1例,Ⅱが3例と比較的

良好な肝顔健を有する症例であった.脈管浸潤の程度で

は Vp2が3例†VP3が 1例であった.また,結節塾,

ぴまん型ではその治療効果は極めて不充分であった,

39)切除不能肝細胞癌 をこ対す る特殊 ア ミノ酸製

剤+5FU moriLllLltionLlh(.nlOth亡.I-aPy 〔I7溌至

験

米tT 研吏 ･杉山 幹也
植木 浄一 書轟山 霊秩 漕 祭殿銅 菓病院)

遠隔転移を伴う肝細胞癌症例に対して,特殊アミj酸

製剤てある-I:‡1-･J＼′くミン上 5frLTによる modulこiti(川

洩emotherapyけ ミノ酸インバランス療法)を行い,

著明な渡療縮小効果を認めた1例を経験 したので報告 し

上.症例は20-Y.男性.主訴は肝膝大で. Ⅲ与S.HlミL,

抗原陽性.入院時 AFP7.6ニ札 1-)1＼･･'Ⅰく̂ -ト110.8で､姉.

Lril.1)にきて上昇したが,i::り-,ミミン 1,0川)Illl+i-)ドし;

511)mgを65F澗't】継続した上二/1.Afll.)1.I;17.Pl＼:'KA--【1

0.3と著明に低下 し,感癌も著明に縮小 した,体薬にて

腫轟が増大 したため,再度治療を開始し 開始2週の時

点で腫療て-め-の低下がみられている.また,最期間

投与にても.I,,'ミ/較 T'ン,こ-7ン.入療法に｡上■:､上思われ

る副作周は認められなかった.
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済 P産生胃癌3例の肝転移に対して各種治療を行なっ

た.症例 1は57歳.男性.4回の TjゝE,抗癌剤動注.

温熱療法等薬学的治療を施行 した.TAE が比較的有効

であったが9カ月田に死亡 した.症例2は55歳,男性.



学 会 記 事

2回 TAE を施行したところ著明な抗腫療効果が得ら

れ,現在4カ月生存率.症例3は72歳,男性中抗癌創動

汁 (Cr)l二)P,MMC.Al)R)に上り腫塙が縮小し延命が

得られ 11カ月生存した.血流がk壊変的豊富なためか TAE

が有効であり,また動注有効例もみられるのでヲ横棒的

治療で予後の改善が得られるものと思われた中

･111転移性肝癌におけ るりザ一一･,トーによる反復

肝動注施行例の予後をこ関する検討

-大腸癌肝転移例を中心に-

畑 耕治郎 ･丘十嵐広隆
五 卜嵐健太郎
月岡 恵
市井吉二三郎 何 汝朝 漕 鷲詰 病院)

大腸癌肝転移患者48例にリザーバーによる反復肝動注

を施行し予後を検討した.肝転移巣に対する直接効果は

秦効率33.3%で,50%生存期間は504日であった.多

変畳解析では転移巣の肝占拠率が有意な予後決定因子と

なり,300<ALP,500<LDH群では予後不良であった.
治療継続期間は平均 17.7月で,全線適中病院治療が占

める期間は平均75%であった.治療継続中の野外病変の

出現が52.4%,悪化が83.3%にみられた.車庫法は病

院で長期治療継続が可能なため大腸癌肝転移に対して有

用な治療であると考えられるが,肝外病変のコソトロ-

ルを考慮した治療が今後の課額である.

421DIC を合併 し PrrGl十l)で救命し,tた気腫

性阻喪 炎(I)1例

菅原 聡 ･波【~冊子 徹
銅冶 康之･伍二藤 真之

杉山 .一発 ･ ∴ _̀ ∴ ､,

急性窺感性胆嚢炎は本邦では1958年に初めて報告さ

れ 胆褒内腔及び胆嚢壁内にガス貯留を認める比較的稀

な疾患である.これまでは早期手術が提唱されてきたが,

近年経度経肝胆嚢 ドレナージ (PTGB-D)施行例が報

告され その有用性が認められている.今回我々は高齢

で t)lC･心房細動を合併 し.早期に f)TGBll-)を施行

して良好な経過をとった気腫性胆尊炎の1例を経験 した

('lで報告した.敗血症や Ⅰ)IC等n重篤な合併症を存し.

重症化している場合が多く,緊急手術は危険性が高く,

比較的夜襲の少ない PTGB-D は胆車内の減圧,排液,

633

抗盤動機所注入を可能にすることからも良い適応 で あ る

と考えられる.

後3∋術前 には切除不能かと思われた肝門部胆管

癌J)1切除例

佐藤 攻 ･清水 武昭
宗岡 克樹 (倍楽園病院外科)

柳沢 善計 ･村山 久夫
山際 訓 ･曽我津山(.( 同 内f車

症例は72歳.男性.閉塞性釦亘で発症 した肝門部Flt-1管

癌症例であり,PTCD を左右 豆本ずつ施行した.その

後.後区域枝にも Ⅰ-yrCI)を施行したが, ドL十卜弓 さ

れない左内側区域枝,尾髄薬枝の胆汁鱒将から胆管炎が

頻回に発生.病変は左は内側区域枝分岐部をこおよび,右

は前後分岐部を越えていると術前診断し,敬治切除は困

難かと思われた.しかし,胆管炎を頻回をこ起こすことか

ら救命のため切除にふみきった.切除は拡大肝左葉切除

術を施行.肝門部の胆管分岐形式は北回り2分岐塑では

なく,南回り後枝総肝管流入塾であり,敬治切除が可能

であった.肝門部の胆管分岐型を正確に診断することの

亜牽性を痛感した症例を経験 したので報告した.

I;1射 当院における胆道糸 Expa11dableMetali(､

stent(EMS)使用例の検討

銅冶 康之 ･波田野 徹

窪田 久･岸 裕
富所 隆 ･戸枝 明
杉山 .--.A ･ ･･･:､･ I.

近年 EMSの開発が進..ち.胆道閉塞に対し胆道系 flIMS

が一般臨床で広く使用されはじめている⇒今回我々は平

成5年 lflかいF成6年2).〕までに.7例の胆道閉塞症

例に8回 EMSを挿Åしたので報告する.EMSは全て

cook社製 GIANTtiUCOIRと血 1BiliaryZIStentを

使用した,

7症例し'〕平均年齢(二t73才.EMS挿入后の経過は13Lr

月から2ケ月で平均7.7ケ月,全例生存中である.蒋閉

塞症例を2例認札 1例に EMSの再挿入を行った.

ア症例全てが PTC-Dtubeを抜去出来,減黄効果も充

分で,家庭復帰が可能であった.


